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梛
な

通
つ

くん
（２歳）

　笑顔あふれる毎日を過ごさ
せてくれてありがとう。これ
からも兄弟仲良く、元気に大
きくなってね。

田仲照秋さん、恭代さん
（中後町）

パパ・ママより

豪
ごう

くん
（１歳）

　いつも元気でやんちゃな豪。
これからも笑顔いっぱい、す
くすく育ってね。

古藤将人さん、友香さん
（鷲林町）

パパ・ママより パパ・ママより

優
ゆう

太
た

朗
ろう

くん
（10か月）

　とってもステキな笑顔をい
つもありがとう♥
　優太朗がすくすく成長しま
すように。これからもよろし
くね！

今井雅基さん、麻以さん
（札木町）

蒼
あ

桜
お

くん
（11か月）

　私たち日本人にとって「ウナギ」はなじみ深い魚
です。細長い体やヌルヌルした感触は苦手な人もい
るかもしれませんが、栄養価が高く、おいしいこと
から大好物の人も多いでしょう。
　土用丑

うし

の日にウナギを食べる文化は江戸時代に誕
生したといわれ、古くから身近な魚だったことが伺
えます。ウナギ料理といえばかば焼きが有名ですが、
その開き方や焼き方にはかなり地域差があります。
　一方、伝統的な食文化とは対照的に、その生態は
多くの謎に包まれてきました。ウナギの産卵場が明
らかになったのも、完全養殖に成功したのも21世紀
に入ってからのことなのです。

　身近な魚なのに知らないことだらけ。そこがウナ
ギの魅力なのかもしれません。
　今年の夏の特別展では、ウナギの生態はもちろん
のこと、養殖事情、うなぎ屋さんの裏話など、さま
ざまなジャンルの幅広いテーマを扱う予定です。
「おいしいウナギの話」を次世代に語り継ぐために
も、まずは知ることから始めませんか。

夏の特別展

「おいしい
ウナギの話」展

△ニホンウナギ

とき　７月18日㈯～９月27日㈰
ところ　海浜水族館

問合せ　海浜水族館・青少年海の科学館
　　　　☎48-3761


